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中

国

見

聞

記

名
稽
は
『
日
本
中
闘
友
好
協
曾
皐
術
代
表
固
』
、
メ
ン
バ

ー
は
左
の
十
一
名

闘
長

一脇

島

要

一

也

穆

謬

術

曾

議

禽

員

園
員
山
田
勝
次
郎

経

済

皐

土

地
制
度
史
翠
曾
倉
員
(
以
下
年
齢
順
)

金
子
二
郎
中
図
語
大
阪
外
闘
語
大
撃
教
授

本
城
市
次
郎
動
物
同
学

大
阪
大
製
品
水
京
都
大
間
字
教
授

佐
久
間
重
男
中
園
史

北
海
道
大
謬
助
教
授

紳
山

恵

三

気

象

mf
気
象
研
究
所
員

島

田

慶

次

中

国

史

京

都
大
摩
助
教
授

小
林

英
夫

地
質
事

北
海
道
大
事
助
教
授

小

川

修

三

物

理

摩

成

島
大
島
ナ
助
教
授

安
野
愈
物
理
事
東
京
教
育
大
皐
朝
永
研
究
室
助
手

随

員

踊

島

一

正

日

中

友
好
協
曾
組
織
部
員

年
齢
の
ひ
ら
き
は
、
最
長
老
の
山
田
勝
次
郎
さ
ん
が
六
十
歳
を
わ
ず
か
に
越

え
、
最
年
少
の
安
野
さ
ん
が
三
十
歳
に
わ
ず
か
に
足
り
な
い
。
十
一

月
二
十
六

日
羽
田
畿
、
十
二
月
二
十
七
日
羽
田
着
、
往
復
と
も
切
O
〉
の

の
ジ

占
ツ
ト

機
、
香
港
ま
で
の
所
要
時
間
は
、
往
き
が
五
時
間
あ
ま
り
、
飾
り
が
三
時
間
牢

あ
ま
り
。
闘
交
が
回
復
さ
れ
て
、
北
京
へ
直
行
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
二
時

間
半
く
ら
い
で
透
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

中
華
人
民
共
和
闘
と
の
事
術
交
流
は
一

九
五
四
、
五
五
年
の
頃
か
ら
始
ま

り
、
五
七
年
に
は
物
理
撃
、
考
古
壁
、
密
接d

、
農
撃
の
専
門
別
代
表
闘
の
波
遣

な
ど
、
い
よ
い
よ
本
格
化
し
た
。
全
閣
最
初
の
地
域
観
術
代
表
幽
と
し
て
、
重

津
俊
郎
教
授
を
園
長
と
す
る
京
都
の一

行
(
日
中
友
好
協
曾
京
都
府
連
汲
遺
)

が
訪
中
し
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。
中
園
か
ら
も
各
専
門
の
代
表
闘
が
、
あ
る

い
は
招
請
に
よ

E
、
あ
る
い
は
皐
曾
出
席
の
た
め
、
あ
い
次
い
で
来
日
し
、
交

流
は
非
常
に
活
滋
と
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
五
八
年
の
例
の
長
崎
間
旗
事
件
に

よ
っ
て
つ
い
に
、
頓
挫
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

(も
ち
ろ
ん
、

例
え
ば
法
律
家
代
表
闘
の
例
も
あ
る
よ
う
に
、

日
本
か
ら
の
訪
問
が
こ
れ
で
完

全
に
停
止
し
た
わ
け
で
は
な
い
)

こ
の
停
頓
欣
態
を
打
破
し
よ
う
と
し
て
日
中
友
好
協
曾
は
、
昨
年
秋
、
中
園

人
民
封
外
文
化
協
曾
と
の
問
に
協
定
を
む
す
び
、
そ
の
結
果
、
中
園
科
間
半
院
の

招
待
に
態
ず
る
と
い
う
か
た
ち
で
わ
れ
わ
れ
翠
術
代
表
闘
の
汲
遣
と
な

っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
具
盤
的
推
進
に
あ
た
っ
て
は
文
献
交
換
そ
の
他
、
聞
学
術

交
流
の
地
道
な
努
力
を
歎
々
と
つ
づ
け
て
き
た
京
都
日
中
の
力
に
ま
っ
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
東
京
の
諸
氏
も
ひ
と
し
く
口
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
、
や
は
り
特
筆
し
て
お
い
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
園
員
の
詮
衡
(
希
望
者

は
全
国
で
五
一
名
あ
っ
た
由
)
に
あ
た
っ
て
無
暗
な
大
物
羅
列
主
義
を
排
し
て

少
壮
気
鋭
主
義
を
原
則
と
し
た
の
も
京
都
側
の
主
張
で
あ
っ
た、

と
聞
い
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
い
き
さ
つ
の
末
、
私
め
よ
う
な
若
輩
が
還
に
入
り
え
た
の
は

右
の
原
則
の
お
か
げ
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
恥
ず
ら
く
は
こ
の
少
妊、

す
こ
ぶ

る
気
鋭
な
ら
ざ
り
し
こ
と
を
!
ー
ー
そ
の
ほ
か
今
回
の
源
遣
に
闘
し
て
わ
れ
わ

れ
の
諒
解
し
た
の
は
、
こ
の
闘
が
他
な
ら
ぬ
日
中
友
好
協
曾
の
代
表
闘
で
あ
り

し
た
が
っ
て
閥
単
な
る
穆
術
観
察
、
交
微
で
な
く
日
中
の
根
本
趣
旨
た
る
友
好
と

園
交
正
常
化
の
矯
め
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
が
大
前
提
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
副
ぜ
ん
た
い
と
し
て

の
使
命
が
、
今
後
の
人
的
物
的
な
交
流
の
矯

め
の
方
策
、
特
に
具
鰻
的
に
は
、
六
O
年
初
頭
以
来
の
中
国
側
の
文
献
輸
出
の

極
度
の
制
限
に
附
し
て
、
そ
の
民
意
と
今
後
の
意
向
と
を
さ
ぐ
る
と
い
う
貼
に

あ
る
こ
と
、
な
ど
の
諸
貼
で
あ
っ
た
。
か
く
て
わ
れ
わ
れ
は
建
園
以
来
十
一

年、

『
科
摩
耶
世
展
十
二
ヶ
年
計
輩
』
(
五
六
年
よ
り
寅
施
、
十
二
ヶ
年
で
先
進

ハU0
0
 



諸
国
の
水
準
に
追
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つ
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で
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。
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二
十
六
日
。
香
港
九
龍
、
金
門
酒
庖
に
一
泊
ω

香
港
の
猿
雑
さ
に
つ
い
て
は

既
に
多
く
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
私
の
注
意
を
ひ
い
た

の
は
、
翠
校
の
べ
ら
ぼ
う
に
多
い
と
こ
ろ
だ
と
い
う
こ
と
。
何
と
か
小
泉
、
何

と
か
中
率
、
何
と
か
英
文
撃
校
な
ど
、
し
か
つ
め
ら
し
い
校
名
の
生
徒
募
集
廃

告
が
至
る
と
こ
ろ
ベ
タ
ベ
タ
貼
つ
で
あ
る
e

本
骨闘
に
あ
き
れ
石
ほ
ど
撃
校
が
多

い
。
公
寓
の
一
室
に
二
三
十
人
の
生
徒
を
集
め
て
、
そ
れ
で
も
う
翠
校
で
ご
ざ

い
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
流宙開
の
イ
ン
テ
リ
の
生
計
の
道
で
あ
る
以
上
に
、

植
民
地
人
の
生
活
の
た
め
の
必
須
の
『
資
本
』
と
し
て
、
高
難
を
排
し
て
教
育

を
受
け
さ
せ
る
と
い
う
。
『
教
育
』
が
な
け
れ
ば
外
人
商
社
な
ど
に
就
職
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
う
だ
つ
の
上
る
日
は
紹
封
に
来
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。

二
十
七
日
、
午
前
九
時
、
九
能
停
車
場
設
。
四
つ
め
の
騨
に
大
浦
雛
と
い
う

の
が
あ
り
、
そ
の

ロ
ー
マ

字
綴
の
万
で
は
、
櫨
の
字
に
宮
田
存
立
と
あ
て
で
あ

っ
た
。

一
O
時
一
五
分
深
別
着
。
十
一
時
ご
ろ
徒
歩
で
閣
境
(
幅
一

0
メ
ー
ト

ル
F
く
ら
い
の
小
川
〕
-
の
鍛
橋
を
こ
え
、
中
国
側
の
深
別
停
車
場
に
む
か
う
。

す
で
に
園
境
に
は
、
北
京
の
中
国
科
事
院
よ
り
宋
守
種
(
科
事
院
哲
皐
佐
倉
科

事
部
連
絡
慮
副
慮
長
、
哲
事
者
)
韓
雅
泉
(
科
目
学
院
封
外
連
絡
局
緋
公
室
副
主

任
、
十
七
歳
で
共
産
軍
の
遊
撃
隊
に
参
加
し
た
と
い
う
)
黄
鳳
英
(
三

O
裁
く

ら
い
の
婦
人
、
封
外
文
化
協
曾
遇
謬
、
北
京
大
事
日
本
語
科
卒
)
の
三
氏
、
お
よ

び
科
皐
院
慶
東
分
院
の
文
卒
氏
、
が
出
迎
え
て
い
ら
れ
た
。
深
別
|
慶
州
は
快

車
で
三
時
間
。
慶
東
語
と
普
通
語
(
綴
準
語
)
の
爾
万
で
ひ
っ
き
り
な
し
に
車
内

放
途
。
か
け
あ
い
高
才
で
衛
生
週
間
の
宣
停
を
し
て
い
る
の
が
面
白
か
っ
た
。

窓
か
ら
見
た
も
の
|
|
水
牛
(
た
だ
し
普
通
の
牛
の
方
が
む
し
ろ
多
い
)
質

の
な
っ
た
パ
ナ
ナ
の
樹
。
安
南
式
?
の
躍
っ
た
よ
う
な
屋
根
の
民
家
を
と
き
ど

き
。
瞬
々
で
丸
腰
の
兵
隊
(
兵
隊
は
到
る
と
こ
ろ
で
見
か
け
た
が
す
べ
て
丸
腰

で
あ
る
)
家
や
建
物
の
壁
、
塀
に
は
例
外
な
く
共
産
主
義
高
裁
、
大
躍
進
高
裁

な
ど
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
爽
快
な
の
は
眼
を
さ
え
ぎ
る
商
品
底
告
板
の
皆
無

な
こ
と
。
午
後
三
時
、
庚
州
車
結
着
。
科
事
院
慶
州
分
院
の
黄
副
院
長
(
京
大

物
理
の
出
身
、
日
本
語
は
流
暢
)
な
ど
の
出
迎
え
あ
り
、

愛
群
大
鹿
に
入
る
。

夕
食
ま
え
、
本
城
さ
ん
た
ち
と
街
を
散
歩
。
ホ
テ
ル
か
ら
二
十
歩
あ
ま
り
、

斜
に
向
い
あ
わ
せ
て
、
中
山
留
皐
院
第
二
附
属
病
院
と
い
う
の
が
あ
る
。
な
に

気
な
く
の
ぞ
く
と
『
孫
逸
仙
博
士
開
始
皐
盤
及
革
命
運
動
策
源
地
』
と
金
文
字

で
刻
ん
だ
高
さ
六
、
七
メ
ー
ト
ル
の
紀
念
碑
が
限
に
入
っ
た
。
裏
面
に
『
申
華

民
園
二
十
四
年
十
一
月
二
日
紀
念
大
倉
立
』
側
面
に
英
文
を
添
え
て
あ
る
。
そ

の
か
み
の
い
わ
ゆ
る
慶
州
博
済
盤
院
は
ま
さ
し
く
こ
こ
だ
っ
た
の
で
あ
る
!

近
代
史
に
興
味
を
も
ち
、
市
開
自
由
の
革
命
逸
史
な
ど
を
漫
讃
し
て
い
た
自
分
と

し
て
は
、
放
行
の
前
途
に
何
か
幸
先
の
よ
さ
?
を
感
じ
て
う
れ
し
か

っ
た。

前
景
は
道
路
を

へ
だ
て
て
珠
江
の
悠
々
た
る
流
れ
、
そ
の
中
流
に
は
設
動
機
船

や
ジ
ヤ
ン
ク
が
い
そ
が
し
く
上
下
し
、
岸
べ
に
は
蛋
民
の
舟
が
む
ら
が
っ
て
い

る
。

(
も
っ
と
も
、
蛋
民
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
は
な
ら
ぬ
、
今
は
水
上
居
民

と
よ
ぶ
の
だ
、
と
誰
か
が
叱
ら
れ
て
い
た
。
す
で
に
水
上
特
別
匡
も
暗
躍
さ
れ

て
、
完
全
に
市
の
人
民
公
世
に
編
入
さ
れ
て
い
る
由
。
慶
州
の
人
口
は
三

O
O

高
、
う
ち
市
内
一
九

O
菌
、
が
一
五
の
人
民
公
社
に
分
か
れ
て
い
る
)

日
曜
日
の
せ
い
か
街
は
大
慶
な
雑
沓
で
あ
る
。
そ
の
あ
ち
こ
ち
の
道
ば
た

に
、
小
屋
場
校
の
低
率
年
く
ら
い
の
子
供
が
し
ゃ
が
ん
で
何
か
費
っ
て
い
る
。
新

聞
紙
牢
枚
に
も
足
ら
ぬ
紙
を
ひ
ろ
げ
、
そ
の
う
え
に
タ
パ
コ
の
各
紙
を
な
ら
べ

て
い
る
も
の
と
、
刻
ん
だ
葉
の
み
を
盛
っ
て
い
る
も
の
と
、
の
二
種
類
が
あ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
禁
令
を
犯
し
て
の
こ
と
に
相
違
な
い
。
上
海
、
旋
東
は
政
治
的

唱
E
4。。
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に
む
つ
か
し
い
と
こ
ろ
と
聞
い
て
い
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
あ
ら
わ
れ
か
。

二
十
八
日
、
午
前
七
時
、
街
州
車
結
設
、京
腐
線
の
直
通
快
車
で
北
上
の
途
に

つ
く
。
出
設
後
ま
も
な
く
、
洪
禿
全
の
郷
里

・
花
豚
附
近
を
通
過
し
た
が
、

一

帯
は
丘
陵
が
買
に
な
だ
ら
か
に
起
伏
し
て
い
る
の
み
で
、
何
の
鎚
哲
も
な
い
。

も
っ
と
も
、
洪
秀
全
に
因
ん
で
い
え
ば
湖
南
省
境
の
坪
石
(
午
後
二
時

一
五
分

停
車
)
で
洪
禿
全
の

妹
が
立
て
こ
も
っ
た

山
楽
と
い
う
の
を
見
た
。
断
崖
紹

壁
、
驚
く
べ
き
天
険
で
、
高
さ
は
あ
ま
り
高
く
は
な
い
が
、
騨
の
ま
ん
前
に
突

如
と
し
て
そ
の
岩
山
が
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
風
景
は
質
に
異
様
で
あ
る
。
太
卒

天
国
が
既
に
滅
亡
し
た
と
も
知
ら
ず
、
彼
女
は
こ
の
天
険
に
よ
っ
て
最
後
ま
で

抵
抗
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
文
皐
代
表
園
の
『
潟
異

・
中
閣
の
顔
』
三

0
ペ

ー
ジ
で
は
け
わ
し
さ
が
多
少
や
わ
ら
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
質
際
の
感

じ
は
文
字
ど
う
り
震
直
な
組
壁
で
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
立
て
こ
も
れ
ば
、
た
と

い一

ケ
小
隊
く
ら
い
の
箪
勢
で
も
相
笛
な
大
軍
を
悩
ま
し
得
た
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
た
》
だ
い
た
い
此
の
あ
た
り
、
南
部
そ
の
ま
ま
の
奇
怪
な
山
や
岩
が
甚
だ
多

い
。
南
部
の
あ
の
つ
く
ね
苧
式
山
水
が
山伏
し
て
ほ
し
い
ま
ま
な
空
趨
の
産
物
で

な
い
こ
と
は
、
早
く
奥
村
伊
九
良
氏
の
文
章
で
承
知
し
て
い
た
が

(
『
瓜
茄
』

五
鋭
、
北
川
桃
雄
氏
も
い
つ
か
『
世
界
』
に
書
い
て
い
た
)
正
に
そ
の
通
り
で

あ
る
。
|

|
坪
石
の
手
前
の-商
闘
は
、
さ
す
が
に
『
湘
輪
車
守
三
省
の
要
道
を
犯

し
、
血
ワ北
最
大
の
城
市
た
り
』
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
乗
降
の
客
が
多
い
。
む

か
し
王
陽
明
が
思
恩
遠
征
に
際
し
て
の
道
筋
も
、
ま
ず
杭
州
よ
り
富
春
江
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
江
西
省
に
入
り
、
更
に
融制江
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
江
西
省
を
縦
断
、

南
縦
か
ら
こ
の
-部
闘
に
出、

あ
と
、
わ
れ
わ
れ
の
通
っ
た
路
震
を
逆
に
廠
州
に

下
っ
て
い
っ
た
筈
で
、
そ
う
考
え
る
と
な
つ
か
し
さ
に
た
え
な
か
っ
た
。

七
時

一
五
分
、
衡
陽
着
。
王
船
山
先
生
に
敬
意
を
表
す
べ
く
、
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム

ま
で
下
り
て
見
た
が
、剛
間
陥
陥
で
市
衡
が
ど
ち
ら
側
に
あ
る
の
か
、
ま

る
で
見
笛
も
つ
か
ぬ
。

家
の
よ
う
な
雨
が
降
っ
て
い
た
。

二

時
三
O
分
、
長
沙
。
小
野
川
秀
美
氏
の
『
戊
戊
獲
法
と
湖
南
省
』
(『清

末
政
治
思
惣
研
究
』
)
に
詳
細
に
摘
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
長
沙
こ
そ
改
革
運

動、

ひ
い
て
革
命
巡
動
の
そ
も
そ
も
の
笈
鮮
の
地
で
あ
る

(
の
ち
の
毛
津
東
の

郷
里

・
湘
額
も
長
沙
の
す
ぐ
西
南
)。
せ
め
て
街
の
あ
か
り
な
り
と
望
見
し
て

紀
念
と
し
た
い
と
思
い
、
私
は
こ
こ
ま
で
睡眠叫
と
戟
い
つ
恭
つ
け
て
き
た
が
、
ま

つ
く
ら
な
る
こ
と
衡
陽
に
閉
じ
、
何
の
枚抽出
も
な
か
っ
た
。

二
十
九
日
。
午
前
七
時
三
O
分
ご
ろ
武
昌
。
つ
い
で
漢
陽
|
(
玉
櫓
門
)
|
漢

口
。
一音
に
き
く
長
江
大
橋
も
汽
車
で
通
れ
ば
あ
っ
け
な
い
。
辛
亥
革
命
の
諸
問跡

は
指
呼
す
る
に
由
な
く
、
た
だ
、
到
る
と
こ
ろ
建
設
中
の
工
人
宿
舎
ら
し
き
も

の
、
ま
た
、
煙
突
や
高
鏑
の
佑
立
す
る
壮
観
を
見
る
の
み
。

午
後
間
時
ま
え
、

駐
馬
庖
。
こ
の
透
か
ら
何
だ
か
地
上
の
様
子
が
袋
化
し
は

じ
め
た
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
ま
で
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
赤
味
が
か
っ
た
地
肌
で

あ
っ
た
の
が
、
黄
色
く
な
っ
て
き
た
し
、
ま
た
、
畑
の

一
筆
の
商
積
が
質
に
府

大
と
な
っ
て
き
て
、

し
か
も
砥
め
た
よ
う
に
美
事
に
耕
し
、

な
ら
さ
れ

て
い

る
。
恐
ら
く
機
械
力
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
目
算
に
弱
い
の
で
数
字
的
に
何

と
も
言
い
か
ね
る
が
、
と
に
か
く
べ
ら
ぼ
う
に
底
い
。
但
し
、
此
を
南
北
の
差

と
し
て
よ
い

の
か
、
そ
れ
と
も
今
ま
で
車
窓
よ
り
眺
め
た
風
景
が
と
か
く
山
地

が
ら
(少
く
と
も
遠
景
に
は
か
な
ら
ず
連
山
を
望
む
よ
う
な
地
形
)
で
あ
っ
た
の

に
、
こ
の
あ
た
り
は
一
釜
山
を
み
ぬ
大
卒
原
で
あ
る
と
い
う
貼
に
も
と
づ
く
の

か
何
と
も
判
断
し
か
ね
る
。
は
る
か
地
卒
の
空
に
雁
の
列
を
数
行
み
と
め
た
。

三
十
日、

午
前
七
時
五
O
分
、
北
京
騨
着
。

一
昨
年
落
成
し
た
新
緑
で
奮
来

の
前
門
の
そ
れ
で
は
な
い
。
ふ
る
え
あ
が
る
寒
さ
。
科
製
院
の
張
友
池
山一刷
院
長

西
閣
寺
公
一

氏
は
じ
め
十
名
ば
か
り
の
出
迎
え
。
一
束
交
民
巷
の
新
僑
飯
庖
に
入

る
。
(
哲
同
仁
病
院
の
南
、
山
由市文
門
の
う
ち
側
)
。
輩
ま
で
ぐ
っ
す
り
眠
る
。
午
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後、

自
動
車
で
市
内
遊
覧
。
天
安
門
責
場
、
天
密
な
ど
。
ホ
テ
ル
に
は
東
欧
諸

園
人
の
ほ
か
、
黒
人
の
青
年

(
F
)
も
少
な
く
な
い
。
ガ
l

ナ
と
か
聞
い
た
。

1
1
1暖
房
が
時
と
し
て
三

O
度
に
ま
で
昇
っ
た
の
は
そ
の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
。

遊
覧
で
冷
え
こ
ん
だ
せ
い
か
、
夜
牢
に
腹
部
激
痛
、
下
痢
四
、
五
回
。
脂
汗

を
な
が
す
。

北
京
で
の
わ
れ
わ
れ
の
日
程
は
次
の
と
お
り
(
カ
ッ

コ
内
は
風
邪
ま
た
は
疲

労
の
た
め
私
の
参
加
で
き
な
か
っ
た
も
の
)

十
二
月
一
日
午
前
(
工
業
交
通
展
覧
館
)
午
後
、
民
族
文
化
宮
夜
、
科

皐
院
秘
書
長
杜
潤
生
民
の
招
宴
、
全
車
部
徳
に
て
。

十
二
月
二
日
午
前
、
農
業
展
覧
館
午
後
、
革
命
軍
事
博
物
館
夜
、
民

族
歌
舞
幽
公
演
、
北
京
劇
場
に
て
。

十
二
月
三
日

午
前
、
北
京
大
撃
、
午
後
、
講
牟
〔
佐
久
間
さ
ん
と
私
と
は

科
挙
院
歴
史
研
究
所
に
て
〕

十
二
月
四
日
(
高
誇
山
)

1

十
二
月
五
日
午
前
(
農
村
人
民
公
枇
)
夜
、
科
撃
院
院
長
郭
沫
若
氏
の

招
宴
、
人
民
大
合
同堂
一
新
砲
の
閥
に
て
。

十
二
月
六
日
午
前
(
歴
史
博
物
館
)
午
後
(
封
外
文
化
協
禽
、
紅
十
字
曾

へ
挨
拶
)
夜
(
封
外
文
化
協
曾
副
曾
長
陽
翰
生
氏
招
宴
、
四
川
菜
館
に

て
。
つ
い
で
、
京
劇
野
猪
林
)

十
二
月
七
日
午
前
、
教
育
部
高
等
敬
育
司
副
司
長
胡
沙
氏
を
か
こ
む
座
談

禽
、
ホ
テ
ル
に
て
〔
高
等
敬
育
と
は
大
撃
数
育
の
意
〕
午
後
、
聞
宇
術
活
動

〔
佐
久
間
さ
ん
と
私
は
歴
史
研
究
所
に
て
所
員
と
座
談
曾
〕

十
二
月
八
日
午
前
、
(
外
交
皐
曾
へ
挨
拶
)
午
後
、
都
市
人
民
公
枇
(
北

京
西
城
一服
絞
境
)

十
二
月
九
日
午
前
、
隙
毅
副
総
理
と
曾
見
。
午
後
、
分
散
活
動
〔
金
子
、

佐
久
間
、
私
は
北
京
図
書
館
へ
〕
夜
、
由
疹
承
志
氏
招
宴
、

て
司

十
二
月
十
日
午
前
・
分
散
活
動
〔
私
は
遇
誇
の
黄
鳳
英
さ
ん
に
つ
れ
ら

れ
て
歴
史
博
物
館
へ
〕
午
後
、
科
闘
僧
院
秘
書
長
杜
潤
生
氏
を
か
こ
む
座
談

禽
、
ホ
テ
ル
に
て
。
夜
(
紅
軍
歌
舞
図
)

十
二
月
十

一
日
午
前
、
農
業
部
副
部
長
貌
震
五
氏
を
か
こ
む
座
談
合
同
、
ホ

テ
ル

に
て
、午
後
、
自
由
時
間
〔
私
は
疏
璃
廠
と
東
安
市
場
の
古
本
屋
へ
〕

夜
、
杜
潤
生
氏
招
宴
、
北
京
飯
后
に
て
。

十
二
月
十
二
日

あ

さ
七
時
す
ぎ
の
快
車
で
北
京
結
夜
、
津
浦
線
そ
南
下
。

四
川
菜
館
に

さ
て
、
北
京
で
の
日
程
は
以
上
の
如
く
に
進
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
聞

の
見
聞
を
い
ち
い
ち
報
告
し
て
い
る
徐
裕
は
到
底
な
い
。
さ
い
わ
い
、
わ
れ
わ

れ
よ
り
四
、
五
ヶ
月
ま
え
に
訪
中
せ
ら
れ
た
文
撃
代
表
園
の
開
高
健
氏

『
海
沌

の
外
で
』
(
『
世
界
』
十
月
|

一
月
)
や
前
掲

『
骨局員

・
中
闘
の
顔
』
の
類
が
あ

る
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
照
さ
れ
る
こ
と
を
笠
み
つ
つ
、
以
下
、
主
と
し
て
聞
学
界

閥
係
の
こ
と
の
み
を
ま
と
め
て
記
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
関
係
の
機
関
と
し
て
取
り
あ
ぐ
べ

き
は
、
中
園
科
恩
院
歴
史
研
究

所
、
北
京
大
皐
h

北
京
図
書
館
、
歴
史
博
物
館
な
ど
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
杜
潤

生
氏
の
科
事
院
全
僅
に
つ
い
て
の
話
や
胡
沙
氏
の
高
等
教
育
に
つ
い
て
の
解
説

に
も
言
及
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
人
民
大
事
、
民
族
間
牢
院
、
故
宮
博

物
館
の
一
ニ
つ
が
最
初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
は
入
っ
て
い
た
の
が
、
陳
毅
氏
と
の

曾
談
と
い
う
突
然
の
出
来
事
が
あ
っ
た
た
め
に
次
々
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
狂

い
、
迭
に
割
愛
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
人
民
大
事
は

革
命
史
研
究
に
特
色
彩
-
有
す
る
と
聞
い
て
お
り
、
ま
た
そ
こ
の
倫
銭
(
故
安
部

健
夫
教
授
監
謬
『
中
国
展
史
概
説
』
の
著
者
)
氏
に
は
森
鹿
三
教
授
か
ら
頗
る
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興
味
あ
る
質
問
を
授
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
ぜ
ひ
訪
問
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
途
に
如
何
と
も
な
し
え
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
闘
員
各
自
は
、
そ
れ
ぞ

れ
訪
問
希
望
の
機
関
や
、
曾
談
希
望
の
事
者
の
名
前
を
ラ
ン
ク
を
つ
け
て
列
摩

し
、
前
も
っ
て
工
作
員
の
方
に
提
出
し
て
あ
っ
た
。
し
か
し
何
分
に
も
囲
が
専

門
を
極
度
に
異
に
す
る
由
学
者
た
ち
の
混
成
放
幽
で
あ
る
か
ら
、
各
自
の
希
望
、か

大
幅
に
く
い
遣
う
と
い
う
貼
が
あ
り
、
ま
た
、
中
闘
側
で
ぜ
ひ
見
せ
た
い
も

の
、
省
く
わ
け
に
ゆ
か
な
い
も
の
、
が
一

定
数
は
存
在
す
る
と
い
う
鮎
も
あ
っ

て
、
そ
れ
に
時
日
の
制
約
も
加
わ
り
、
随
分
ス
ケ
ジ

A
l

ル
の
編
成
は
困
難
で

あ
っ
た
ら
し
い
。

出
来
あ
が
っ
た
そ
れ
は
『
穆
術
』
代
表
閣
の
日
程
と
し
て
必

ず
し
も
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
専
門
別
に
み
た
訪

中
の
目
的
は
必
ず
し
も
十
二
分
に
達
成
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
が
、
し
か
し

考
え
て
み
る
と
、
今
日
の
中
国
の
皐
術
界
の
動
向
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
車

な
る
専
門
分
野
を
こ
え
た
、
園
ぜ
ん
た
い
の
動
向
と
い
う
背
景
を
把
握
し
て
か

か
ら
な
け
れ
ば

充
分
で
な
い
、

と
い
う
事
情
が

特
に
強
く
あ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
現
段
階
で
は
こ
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

は
む
し
ろ
安
笛
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
鴻
友
閥
、
府廿肇
組
な
と
、
つ
ね
づ
ね
深
い
撃
恩

を
蒙
っ
て
い
る
諮
先
生
に
個
人
的
に
お
目
に
か
か
る
機
曾
を
も
ち
得
な
か

っ
た

こ
と
は
、
や
は
り
、
こ
の
上
な
い
遺
憾
で
あ
っ
た
が
、
た
だ
ひ
と
つ
、
お
目
に

か
か
っ
て
親
し
く
数
を
・
つ
け
た
い
と
願
っ
て
い
た
事
者
の
随
て
侯
外
施
先
生

と
何
度
も
接
鮒
で
き
た
こ
と
は
望
外
の
幸
福
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
で
ま
ず
侯
先
生
の
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

-侯
先
生
は
わ
れ
わ
れ
の
接
待
委
員
(
?
)
で
あ
っ
た
ら
し
く
北
京
到
着
の
日

の
鑓
手
を
別
に
す
れ
ば
、
翌
日
腕
の
全
豪
徳
(
明
代
か
ら
つ
づ
い
て
い
る
料
亭

の
由
)
で
の

レ
セ

プ
シ
ヲ
ン
で
隣
り
あ
わ
せ
に
席
を
し
め
、
親
し
く
よ
も
や
ま

の
話
を
う
か
が
っ
て
以
来
、
或
は
研
究
所
で
、
或
は
レ
セ

プ
シ

ョン

で
、
最
も

し
ば
し
ば
お
目
に
か
か
っ
た
。
長
身
、
面
長
、
無
髭
、
顔
色
は
あ
ま
り
よ
い
と

は
言
え
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
寡
歎
な
ほ
う
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
と
つ

つ
き
に
く
い
感
じ
で
は
な
い
。

周
園
の
人
か
ら
も
侯
老
侯
老
と
親
愛
せ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
お
目
に
か
か
る
ま
で
、
な
ぜ
か
し
ら

先
生
を
巌
腐
な
方
の
よ
う
に
想
像
し
て
い
た
が
、
お
曾
い
し
て
み
る
と
こ
ん
な

に
和
気
な
方
な
の
で
安
心
し
た
、

と
言
う
と
、
天
井
を
仰
い
で

阿
々
大
笑
さ

れ
、
そ
れ
か
ら
随
分
は
な
し
易
く
な
っ
た
。
以
下
、
私
と
佐
久
間
さ
ん
と
が
こ

も
ご
も
訊
き
、
先
生
が
答
え
ら
れ
た
こ
と
の
う
ち
か
ら
、
め
ぼ
し
い
黙
を
拾
う

と
、
山
西
太
原
の
人
、
明
年
六
十
歳
、
と
い
う
か
ら
、
明
け
て
今
年
六
十
歳
の

は
ず
で
、
ア
ジ
ア
史
辞
典
そ
の
他
に
、

山
西
介
休
懸
の
人
、

一
九
一

一一年
生
、

と
い
う
の
は
訂
正
を
要
し
よ
う
。
玉
橋
と
い
う
ペ
ン

ネ
ー
ム
で
資
本
論
の
繕
認

第
一
加
を
出
版
し
た
の
が
著
作
活
動
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
二
、

第
三
加
は
図
民
議
反
動
振
の
歴
迫
が
き
び
し
く
て
出
版
で
き
ず
、
原
稿
も
失
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
解
放
後
、

そ
の
一
部
が
北
京
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の

を
知
っ
た
。
資
本
論
出
版
の
嘗
時
は
北
卒
大
皐

(北
京
大
撃
と
は
別
)
に
奉
職

し
て
い
た
が
、
座
迫
に
よ
っ
て
途
に
職
を
退
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
な
ど
な

ど
。
中
園
に
お
け
る
資
本
論
絡
謬
史
上
、
侯
氏
の
謬
本
が
い
か
な
る
地
位
を
占

め
る
も
の
か
私
は
ま
だ
詳
か
に
し
て
い
な
い
。
テ
ー
ブ
ル

・
マ
ナ

ー
と
し
て
私

諮
に
の
み
ふ
け
っ
て
い
る
わ
け
に
も
ゆ
か
ず
、

誰
か
の

ス
ピ

ー
チ
の
聞
は
紳
妙

に
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
に
い
ち
ば
ん
参
っ
た
の
は
、
談
い
よ
い
よ

佳
境
に
入
り
そ
う
に
な
る
と
肝
心
の
私
の
中
国
語
の
能
力
が
聴
取
力
・

禽
話
力

と
も
に
底
を
つ
い
て
ど
う
に
も
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
先

生
は
気
の
毒
そ
う
な
顔
を
し
て
沈
歎
に
蹄
え
ら
れ
る
し
、
買
に
情
な
い
思
い
を

し
た
。
井
上
清
さ
ん
の
よ
う
に
一
人
で
ゆ
く
場
合
に
は
、
一
人
に
一
人
の
通
課

が
つ
き
き
っ
て
く
れ
る
か
ら
問
題
は
な
い
が
、
闘
慢
で
ゆ
く
場
合
、
切
角
イ

ン
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チ
メ

l
ト
な
話
が
で
き
る
機
曾
が
や
っ
て
き
て
も
、
そ
の
時
は
ど
う
し
て
も
通

詳
の
数
が
足
り
な
く
な
り
、
中
園
語
が
あ
る
程
度
で
き
な
い
と

ニ
ツ
チ
も
サ
ッ

チ
も
ゆ
か
な
く
な
る
。
こ
う
い
う
大
員
理
を
思
味
見
し
た
時
は
、
し
か
し
、
後
の

祭
で
あ
っ
た
。

、料
湿
の
話
、
酒
の
話
、
風
俗
の
話
な
ど
の
一
般
的
話
題
(
先
生
は
政
治
的
な

話
は
殆
ど
さ
れ
な
か
っ
た
)
の
他
に
、
事
問
上
の
問
題
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
宴
席
で
も
聞
い
た
し
、
ま
た
、
歴
史
研
究
所
で
も
聞
い

た
が
、
以
下
に
そ
れ
ら
を
一
括
し
て
書
き
と
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
(
も
ち
ろ

ん
、
問
題
の
提
出
は
私
の
み
で
は
な
い
。
つ
ね
に
佐
久
間
さ
ん
と
行
を
と
も
に

し
て
い
た
か
ら
、
同
氏
の
質
問
に
封
す
る
答
え
も
以
下
に
は
含
ま
れ
て
い
る
)

第
一
に
歴
史
人
物
の
階
級
性
の
判
別
の
問
題
。
つ
ま
り
、
某
々
は
農
民
出
身

で
あ
っ
た
か
ら
そ
の
思
組
は
農
民
的
、
と
い
う
風
な
設
の
嘗
否
の
問
題
で
あ

る
。
原
理
的
に
考
え
れ
ば
こ
の
よ
う
な
設
を
そ
の
ま
ま
肯
定
す
る
者
は
殆
ど
あ

る
ま
い
。
し
か
も
賓
際
の
、
具
盤
的
な
歴
史
記
述
と
な
る
と
、
徐
り
に
し
ば
し

ば
こ
の
素
朴
な
や
り
方
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
人
文
科
事
研
究
所

の
比
較
革
命
史
の
曾
で
も
よ
く
こ
の
貼
が
問
題
に
な
る
の
で
、
試
み
に
侯
先
生

の
意
見
を
叩
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
日
く
、
思
惣
の
一
貫
し
た
鰻
系
と
態
度
と
を

見
る
べ
き
で
出
身
は
箪
に

一
つ
の
参
考
に
す
ぎ
な
い
、
中
国
に
は
『
出
身
論
』

と
い
う
言
葉
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
正
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ト
ル
ス
ト
イ
は
農
民
出
身
で
な
か
っ
た
し
マ
ル

F
ス
、
レ
l
-
一
ン
は
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
出
身
で
は
な
か
っ
た
云

々
。
だ
い
た
い
漁
期
し
て
い
た
通
り
の
答
え
で
あ

っ
た
。
聞
が
餓
り
に
月
並
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
王
亜
南
の
提
出
し
た
領
主
封
建
制

・
地
主
封
建
制
と
い
う
設
に
つ
い

て
。
中
国
の
い
わ
ゆ
る
封
建
制
が
ヨ

l
ロ
y

パ
l
日
本
的
な
尺
度
で
は
ど
う
に

も
割
り
き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
王
座
南
は
こ
の

貼
を
理
論
的
に
把
握
す
べ
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
封
建
制
を
領
主
封
建
制
と
呼

び
、
中
園
的
な
そ
れ
を
地
主
封
建
制
と
類
型
化
し
た
の
で
あ
る
。
侯
先
生
は
こ

の
設
を
徐
り
よ
く
御
存
じ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
い
っ
た
い
誰
の
意
見
か
と
反
問

さ
れ
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
考
え
た
の
ち
言
わ
る
る
に
は
、
領
主
も
地
主
の
一

種
で
あ
る
(
私
の
ノ
l
ト
如
此
、
或
は
地
主
も
領
主
の
と
す
べ
き
か
)
、
ョ

l

ロ

フ
パ
の
如
き
完
備
し
た
領
主
は
中
閣
に
は
い
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
こ

と
は
領
主
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
。
重

ね
て
、
地
主
・

小
作
閥
係
は
契
約
関
係
で
あ
り
、
領
主

・
農
奴
関
係
と
は
性
質

を
異
に
す
る
よ
う
に
思
う
が
、
と
問
う
た
の
に
封
し
、
契
約
閥
係
と
い
う
も
の

は
資
本
主
義
的
な
そ
れ
と
は
性
格
は
ち
が
う
け
れ
ど
も
封
建
後
期
に
は
既
に
存

在
し
た
。
宋
、
以
後
は
す
な
わ
ち
か
く
の
ご
と
し
、
と
答
え
ら
れ
た
。
こ
の
問
題

は
も
っ
と
突
込
ん
で
訊
く
べ
き
だ
っ
た
ろ
う
が
、
か
ん
じ
ん
の
こ
ち
ら
に
徐
り

素
養
が
な
い
の
で
こ
れ
で
中
割問
。
佐
久
間
さ
ん
は
他
の
質
問
を
ね
ら
っ
て
い
た

ら
し
く
、
助
け
舟
を
出
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。

第
三
は
資
本
主
義
萌
芽
問
題
に
関
す
る
討
論
の
最
近
の
動
向
。
此
の
方
面
で

は
そ
の
後
あ
ま
り
見
る
べ
き
愛
展
は
な
い
。
最
近
は
む
し
ろ
農
民
載
容
に
閲
す

る
論
戦
が
活
波
で
あ
る
|
|
と
前
お
き
し
て
、
い
わ
ゆ
る
萌
芽
の
時
期
に

つ
い

て
は
、
そ
れ
を
宋
代
、
甚
し
き
は
唐
代
に
求
め
る
も
の

(ご
く
少
数
)
と
、
明

清
の
際
に
求
め
る
も
の
(
大
多
数
)
の
二
通
り
の
見
解
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は

大
愛
む
つ
か
し
い
問
題
で
、
萌
芽
の
程
度
と
い
う
貼
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

そ
の
た
め
に
は
、
ま
た
、
地
域
差
(
長
江
地
方
と
そ
の
他
の
地
方
な
ど
)
の
問

題
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
タ
チ
み
ア
の
問
題
、
雇
傭
関
係
の
問
題
、
圏
内
市
場
の
問
題
、

貨
幣
地
主
(
?
)
の
問
題
、
自
然
経
済
の
問
題
な
ど
の
諸
問
題
を
綿
密
に
検
討

し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
の
『
程
度
』
と
い
う
駄
を
考
え
な
い
と
伶
鍛
の
よ

う
に
、
萌
芽
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
も
う
近
代
史
と
す
べ
き
だ
と
い
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う
主
張
が
出
て
く
る
。

b
れ
わ
れ
は

一
八
四

O
年
以
後
を
近
代
史
と
考
え
、
そ

の
内
容
が
牢
封
建
学
植
民
地
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
貼
は
毛
主
席
が
既
に
指
摘

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
云
々
。
こ
れ
も
大
惚
わ
れ
わ
れ
が
既
に
承
知
し
て

い
る
以
上
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
最
近
の
い
わ
ゆ
る
幾
民
戦
争
に
関
す

る
討
論
の
内
容
の
万
が
き
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に

は
ゆ
か
な
い
。
そ
の
ほ
か
近
代
史
の
分
期
問
題
、
漢
民
族
形
成
問
題
な
ど
、

一

時
慰
問
介
を
さ
わ
が
し
た
問
題
に
つ
い
て
も
最
近
別
に
新
し
い
r
提
案
も
な
い
由
。

第
四
、

一
昨
年
ご
ろ
一
部
か
ら
相
笛
つ
よ
く
出
さ
れ
て
い
た
新
し
い
地
方
志

編
纂
の
提
唱
は
何
か
成
果
が
あ
っ
た
か
。
ー
ー
た
し
か
に
方
々
で
そ
の
試
み
が

な
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
歴
史
研
究
所
で
も
河
北
省
昌
禁
豚
の
師
雲
仙
の
編
纂
に
か

か
り
、
原
稿
は
既
に
で
き
あ
が
っ
た
、
云
々
。
(
猶
こ
の
地
方
志
編
纂
は
別
に
全

図
的
な
企
査
中
心
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
方
々
で
分
纂
し
て

い
る
、
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
、
と
の
趣
旨
を
言
わ
れ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
)

第
五
、
震
近、

十一
地
文
書
な
ど
の
文
書
類
が
綴
々
と
渡
見
蒐
集
さ
れ
つ
つ
あ

る
と
聞
く
が
、
そ
の
欣
況
|
|
嘗
研
究
所
で
も
相
笛
あ
つ
め
て
い
る
。

日
付
の

も
っ
と
も
早
い
の
は
南
宋
の
も
の
、
つ
い
で

一
部
は
元
代
、
も
っ
と
も
多
い
の

は
明
代
で
あ
る
。
史
料
集
と
し
て
出
版
の
意
図
な
き
ゃ
、
と
の
聞
に
は
、
有
り

と
も
無
し
と
も
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
記
憶
す
る
。

歴
史
研
究
所
は
前
後
二
回
訪
問
し
た
。
正
確
な
地
祉
を
訊
く
こ
と
を
忘
れ
た

が
、
東
軍
の
東
、
建
国
門
の
手
前
(
?
)
で
は
な
か
っ
た
か。

『
中
国
科
謬
腕

哲
謬
枇
曾
科
事
部
』
の
標
札
の
掲
げ
ら
れ
た
構
内
に
歴
史
研
究
所
、
文
事
研
究

所
、
哲
朗
学
研
究
所
な
ど
の
建
物
が
集
ま
っ
て
い
る
。
第
一
回
の
訪
問
は
一
二
月

三
日
午
後
、
講
撃
の
た
め
。
ま
ず
私
が
『
中
聞
に
お
け
る
主
観
唯
心
論
の
歴
史

と
そ
の
許
償
』
と
い
う
題
で

一
時
間

あ
ま
り

前
座
を
つ
と
め
、

つ
い
で
佐
久

間
さ
ん
が
『
日
本
に
お
け
る

中
関
史
聞
学
研
究
の
現
欣
』
と
題
し
て
四

O
分
ほ

ど
、
私
の
原
稿
は
二

O
O字
詰
で
六

O
枚
、
そ
れ
を

前
日
渡
し
て
お
い
た
ら

一
夜
の
う
ち
に
完
全
に
岬
附
議
さ
れ
て
あ
っ
た
の
に
は
驚
い
た
。

(
趣
旨
は
東
方

皐
報
京
都
二
八
の
拙
稿
と
ほ
ぼ
同
じ
)
時
間
の
関
係
で
日
本
文
の
最
初
の
一
枚

の
み
私
が
観
み
、
あ
と
は
通
識
の
王
達
鮮
さ
ん
に
隷
文
の
方
を
一
潟
千
里
に

讃
み
あ
げ
て
も
ら
っ
た
。
聴
衆
は
婦
人
数
名
を
交
え
て
ほ
ぼ
六

O
名
、
侯
先
生

，司
曾
、
苦
ノ遼
(
考
古
研
究
所
副
所
長
)
劉
大
年
(
近
代
史
研
究
所
刷
所
長
)
の

雨
氏
も
列
席
。
聴
衆
は
す
べ
て
歴
史
研
究
所
の
研
究
生
の
由
。
天
気
の
せ
い
も

あ
っ
て
か
、
陰
惨
な
う
す
暗
い一
講
堂
、

一
様
に
藍
色
、
灰
色
の
綿
入
れ
外
套
を

着
た
こ
れ
等
き
ま
じ
め
な
聴
衆
の
前
に
立
っ
た
時
は
、
島
一
者
と
い
う
よ
り
何
か

工
場
努
働
者
の
前
で
話
し
て

い
る
よ
う
な
錯
究
に
お
そ
わ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
時
間
の
関
係
で
、
質
疑
態
答
が
ぜ
ん
ぜ
ん
無
く
、
た
だ
ち
に
次
の
佐
久
間

さ
ん
の
話
に
う
つ
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
物
足
り
な
か
っ
た
。
私
の
考
え
は
中
園

の
通
説
と
か
な
り
く
い
ち
が
う
(
私
が
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
は
な
い
こ
と
も
、

は
っ
き
り
こ
と
わ
っ
て
お
い
た
)
の
で
大
い
に
異
論
が
で
る
だ
ろ
う
、
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
に
や
っ
つ
け
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
可
成
り
緊
張
し
て

い
た
だ
け

に
、
失
望
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
翌
日
の
郭
沫
若
氏
の
招

宴
で
侯
先
生
に
曾
っ
た
と
き
、
君
は
昨
日
、

張
横
渠

・
王
船
山
H
唯
物
論
、
朱

子聞宇
H
客
観
唯
心
論
、
陸
象
山
・
王
陽
明
H
主
淑
唯
心
論
と
い
う
シ
エ
て

か

っ
、
思
惣
と
し
て
の
償
値
(
進
歩
的
意
義
)
は
こ
の
順
序
に
逓
減
す
る
と
い
う

テ

l

ゼ、

を
中
園
思
想
史
皐
界
の
通
説
と
し
て
批
評
し
た
が
、
あ
れ
は

一
部
の

論
者
の
意
見
で
、
必
ず
し
も
通
説
で
は
な
い
、
ま
た
自
分
は
王
陽
明
朗
干
説
に
封

す
る
君
の
積
極
的
評
債
や
左
波
王
撃
と
陽
明
設
と
の
閥
係
に
つ
い
て
の
君
の
説

に
は
賛
成
で
き
な
い
、
自
分
の
考
え
は
中
園
恩
組
通
史
の
第
四
谷
下
加
に
は
っ

き
り
述
べ
て
お
い
た
、
占
』
話
さ
れ
た
。
侯
先
生
主
編
の
『
中
園
思
想
通
史
』
は

箪
に
そ
の
包
括
性
詳
細
性
の
貼
で
こ
れ
ま
で
に
そ
の
比
を
見
な
い
大
著
で
あ
る
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の
み
で
な
く
、
全
容
鋭
い
濁
創
的
な
解
寝
と
問
題
提
起
に
み
ち
て
い
る
鮎
で

も
、
解
放
後
中
園
思
想
史
事
界
の
最
初
の
金
字
塔
(
日
本
で
あ
れ
ば
さ
し
ず
め

恩
賜
賞
、
朝
日
賞
も
の
で
あ
ろ
う
)
と
断
言
し
て
憎
ら
な
い
が
、
い
か
ん
せ
ん

日
本
に
は
そ
の
と
き
第
四
谷
・
上
肪
ま
で
し
か
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
第

四
谷
下
街
は
の
ち
北
京
を
離
れ
る
直
前
に
、
先
生
か
ら
私
と
佐
久
間
さ
ん
と
に

贈
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
早
速
ひ
ろ
い
讃
み
し
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど
朱
子

に
お
け
る
主
観
唯
心
論
的
要
素
が
強
調
し
て
あ
る
し
、
陽
明
に
至
つ
て
は
、
そ

の
『
反
動
的
荒
謬
』
さ
が
完
膚
な
き
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
1

私
の
い
わ

ゆ
る
申
園
事
界
の
通
説
な
る
も
の
は
、
そ
の
賞
、
漏
友
蘭
系
統
の
人
々
の
遇
設

に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

十
二
月
七
日
、
第
二
回
訪
問
。
今
回
も
日
本
語
の
達
者
な
王
氏
が
通
謬
と
し

て
同
行
。
座
談
曾
。
侯
先
生
以
下
、
古
代
史
の
張
政
煉
氏
、
甲
骨
皐
の
胡
厚
宣

氏
な
ど
、
そ
の
ほ
か
世
界
史
の
ひ
と
を
も
交
え
て
十
二
名
。
し
か
し
後
言
は
ほ

と
ん
ど
侯
先
生
の
み
で
あ
っ
た
。
さ
き
に
掲
げ
た
侯
氏
の
談
話
は
こ
の
目
、
佐
久

間
氏
と
私
と
の
問
に
答
え
ら
れ
た
も
の
も
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
日
、
侯
先
生

や
近
代
史
研
究
所
事
術
秘
書
劉
径
五
氏
か
ら
聞
い
た
研
究
所
の
制
度
的
な
面
の

説
明
を
記
し
て
お
く
と
、
ま
ず
研
究
生
の
来
源
に
三
種
あ
る
。
て
大
事
の
史

謬
系
の
卒
業
生
お
よ
び
外
事
留
与
を
終
っ
て
鯖
っ
て
き
た
事
生
、
二
、
種
々
の

機
関
の
幹
部
、
三
、
そ
の
他
試
験
に
よ
っ
て
採
用
す
る
も
の
。
こ
れ
ら
の
研
究

生
(
歴
史
研
究
所
に
現
に
入
名
い
る
)
は
三
年
後
に
再
び
試
験
を
う
け
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
ほ
か
に
大
撃
を
経
て
、
あ
る
い
は
試
験
に
よ
っ
て
入
っ
て

く
る
賓
習
研
究
生
と
い
う
の
が
あ
り
、
歴
史
研
究
所
で
九
六
名
い
る
。
研
究
生

の
育
成
方
針
は
い
わ
ゆ
る
『
溢
干
透
事
』
で
、
古
い
専
門
家
よ
り
皐
ぶ
こ
と
、

外
圏
諸
を
事
ぶ
こ
と
、
集
園
的
研
究
に
参
加
し
、
そ
の
一
部
分
の
テ
l

マ
を
も

ら
う
こ
と
。
か
く
て
、
集
図
的
研
究
と
個
人
的
研
究
の
雨
者
を
併
進
さ
せ
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、
集
園
的
研
究
の
や
り
方
は
曾
讃
形
式
で
な
く
、
問
題
別
の
討

論
を
主
慢
と
し
て
い
る
。
現
在
研
究
中
の
集
図
研
究
の
テ
l
マ
を
訊
ね
て
み
た

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
と
の
み
で
具
睡
眠
的
に
翠
げ
ら
れ
な
か
っ

た
。
ま
た
出
版
物
に
つ
い
て
は
、
歴
史
関
係
の
三
研
究
所
が
別
々
に
出
版
し
て

い
る
も
の
は
な
く

(
p
)
連
合
し
て
『
歴
史
研
究
』
な
ど
そ
出
し
、
ま
た
、
不

定
期
に
史
料
な
ど
を
出
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
不
定
期
の
史
料
と
は
、
侯
先
生

の
説
明
に
よ
る
と
、
軍
に
部
内
史
料
の
み
で
な
く
、
例
え
ば
『
歴
代
大
同
思
想

史
料
』
そ
の
他
の
よ
う
な
も
の
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
|
|
つ
い
で
に
、

中
園
科
畢
院
は
、
数
撃
物
理
化
聞
宇
部
、
技
術
科
聞
学
部
、
生
物
製
部
、
地
闇
軍
部
、

哲
撃
祉
曾
科
見
宇
部
の
五
皐
部
に
わ
か
れ
、
そ
の
う
え
に
国
軍
部
委
員
曾
(
全
園
の

著
名
の
撃
者
二
三
二
名
よ
り
成
る
)
が
あ
り
、
ま
た
別
に
最
終
決
定
機
関
と
し

て
院
務
委
員
舎
が
あ
る
。
科
察
院
の
使
命
と
し
て
は
、
一
舵
曾
主
義
建
設
の
た
め

の
最
高
皐
術
研
究
と
い
う
こ
と
以
外
に
、
新
し
い
科
息
子
部
門
お
よ
び
、
い
ろ
い

ろ
な
科
事
分
野
の
境
界
領
域
の
研
究
と
い
う
駄
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
制
度

面
は
賓
は
ま
だ
考
慮
中
で
、
た
と
え
ば
他
の
枇
曾
主
義
闘
の
よ
う
に
事
位
(
博

士
)
制
度
を
作
る
か
、
ソ
連
ア
カ
デ
ミ
イ
の
よ
う
に
総
身
曾
員
制
を
と
る
か
、

い
ま
の
と
こ
ろ
我
々
は
否
定
的
だ
が
、
要
す
る
に
結
論
は
出
て
い
な
い
。
研
究

生
に
つ
い
て
も
趨
系
的
な
や
り
方
は
な
い
。
将
来
は
一
人
の
聞
事
者
が

一
O
l
一

五
人
く
ら
い
を
養
成
す
る
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、
各
研
究
所
(
合
計
八

O
ほ

ど
)
が
北
京
に
集
中
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
思
い
き
っ
て
地
方
に
分
散

さ
せ
た
い
云
々
。
こ
れ
は
後
目
、
杜
潤
生
氏
か
ら
聞
い
た
話
で
あ
る
。

な
お
こ
れ
は
第
一
回
訪
問
の
際
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
年
初
以
来
の
文
献
杜

紹
に
つ
い
て
異
相
を
た
だ
し
て
み
た
。
す
る
と
賓
に
意
外
な
こ
と
は
、
侯
・
否
ノ

逮
・
劉
大
年
三
氏
と
も
そ
の
事
買
を
知
ら
ざ
る
も
の
の
ご
と
く
、
わ
れ
わ
れ
の
文

献
が
日
本
に
行
っ
て
い
な
い
は
ず
は
な
い
、
も
し
行
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
そ
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れ
は
む
し
ろ
日
本
の
圏
内
事
情
の
せ
い
で
は
な
い
か
、
と
い
う
。

そ
し
て
叉
、

あ
る
い
は
次
の
よ
う
な
事
情
の
せ
い
か
も
知
れ
ぬ
、
と
者
ノ達
氏
が
一
諮
っ
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
最
近、

撃
術
雑
誌
の
整
理
統
合
の
た
め
に
『
歴
史
研
究
』
な
ど

護
行
を一

時
停
止
し
て
お
り
、
そ
れ
は
二

ヶ
月
で
終
る
抽
出
定
で
あ
っ
た
の
が
賓

際
は
三

ヶ
月
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
、
こ
の
休
刊
は
園
家
の
要
求
に
態
ず
る
た

め
、
ま
た
、
最
近
の
中
闘
の
情
勢
に
追
い
つ
く
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

検
討
抽総
括
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
で
休
ん
だ
の
で
あ
る
、
し
か
し
も
う
そ
れ

も
了
っ
た
か
ら
、『
歴
史
研
究
』
は
や
が
て
第
六
腕
が
出
る
で
あ
ろ
う
、

以
後
、

と
の
雑
誌
は
隔
月
刊
と
な
る
筈
で
あ
る
、
と
。
文
献
の
輸
出
が
極
度
に
制
限
さ

れ
た

こ
と
を
罪
逮
氏
な
ど
編
輯
も
と
が
知
ら
な
か
っ
た
の
は
或
い
は
事
質
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
休
刊
云
々
は
説
明
に
は
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
何
故
な
ら
、

『
歴
史
研
究
』
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第

一
腕

|
五
蹴
ま
で

の
既
刊
ぶ
ん
が
そ
も
そ
も
入
っ
て
き
て

い
な
い

の
で
あ
る
か
ら
。
わ
れ
わ
れ
の

文
献
交
換
積
極
化
の
提
案
に
封
し
て
、
三
氏
と
も
、
研
究
機
闘
閥
の
交
換
は
笛

然
お
こ
な
わ
る
へ
き
で
あ
る
、
と
い
い
叉
、
闘
交
未
回
復
の
今
日
、
無
駄
だ
と

は
思
い
な
が
ら
も
、
留
制
干
の
可
能
性
に
つ

い
て
打
診
を
こ
こ
ぎ
み
た
と
こ
ろ
、

甚
だ
結
構
な
こ
と
で
あ
る
、
い
ず
れ
き
っ
と
そ
の
日
が
来
る
で
あ
ろ
う
、
と
の

み
で
具
他
的
な
答
え
は
な
か
っ
た
。
|

|
こ
の
日
、
文
翠
研
究
所、

哲
摩
研
究

所
を
も
訪
問
し
た
く
思
っ
て
い
た
が
質
現
で
き
ず
、
せ
め
て
腕
り
が
け
に
歴
史

研
究
所
の
笥
庫
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
目
下
の
蔵
書
数
三
七
高
五
O
CO
舶
、

木
造
二
階
建
の
研
究
所
の
建
物
の
階
下
に
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
て
、
通
路
は

殆
ん
ど
身
を
ひ
る
が
え
す
こ
と
も
で
き
ぬ
位
。
外
は
も
は
や
夕
闇
が
濃
く
、
暗

い
稽
燈
の
光
で
は
充
分
に
た
し
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
明
人
の
集

な
と
さ
す
が
に
珍
し
い
も
の
が
相
首
あ
る
よ
う
に
見
う
け
た
。

北
京
大
摩

(厚
生

一一

、
0
0
0、
教
師
二
、
二
O
O)
は
市
の
西
北
部
、

も
と
の
燕
京
大
皐
の
地
祉
に
あ
る
。
途
中
の
ポ
プ

ラ
並
木
は
素
晴
ら
し
い
。

こ

こ
へ
は
図
員
一

同
で
出
か
け
た
が
、

『
東
洋
史
研
究
』
む
き
な
話
題
は
殆
ど
何

も
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
沿
革
・
現
欣

・
数
育
方
針
に
つ
い
て
数
務
長
の
雄
鰐

な
説
明
が
あ
り
そ
れ
を
奔
聴
し
了
っ
た
ら
十
二
時
す
ぎ
。
列
席
者
は
歴
史
系
副

主
任
の
周

一
良
氏

(
東
方
史
)、

東
方
言
語
翠
の
季
羨
林
氏
、

東
方
言
語
皐
日

本
語
副
主
任
の
下
立
張
氏
。
京
大
中
園
文
撃
の
人
た
ち
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ

り
、
中
関
文
民
平
史
の
築
館
創
作
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
業
を
な
し
と
げ
た
畢
生

た
ち
と
曾
談
し
た
い
と
申
入
れ
た
が
叶
わ
ず
、
あ
と
外
交
棲
の
日
本
語
教
室
を

の
ぞ
い
た
だ
け
で
錦
途
に
つ
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ー

!
な
お
、
数
務
長
の

話
と
後
日
の
胡
沙
氏
の
話
と
か
ら
抜
翠
す
る
と
、
五
二
年
の
院
系
調
盤
に
よ

っ

て
悠
用
・

技
術
方
面
の
軍
科
大
撃
た
る
『
察
院
』
と
、
理
論
的
、
基
礎
的
な
自

然
科
事

・
祉
曾
科
翠
を
専
攻
す
る
『
大
息
ご
と
が
分
か
れ
、
文
科
は
五
年
、
理

科
は
六
年
。
五
八
年
の
線
路
線

・
大
躍
進
を
契
機
と
し
て
、
大
率
教
育
の
目
的

と
し
て
は
労
働
者
政
治
へ
の
服
務
、
教
育
(
謬
問
)
と
生
産

(労
働
)
と
の
結

合
、
黛
の
指
導
性
の
確
認
、
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
、
交
科
・
理
科
と
も
に
翠

生
は
卒
業
ま
で
に
一

定
期
間
農
業
ま
た
は
工
業
の
労
働
に
従
事
す
る
こ
と

(北

大
で
一

四
ヶ
月
)
、
留
間
半
生
は

北
大
へ
閲

O
ケ
闘
(
う
ち
一
一
一

ケ
闘
は

枇
曾
主

義
闘
)
か
ら
来
て
い
る
こ
と
、
教
授
の
う
ち
黛
員
は一

O
O分
の
二

O
位
で
あ

る
こ
と
、
人
文
系
皐
生
の
数
は
全
髄
の一

O
O分
の
一
五

(北
大
で
は
人
文
系

て

自
然
科
皐
系
二
の
割
合
)
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
。

金
子
、佐
久
間
、
私
の
三
人
が
北
京
聞
書
館
を
訪
問
し
た
の
は
陳
毅
外
交
部
長

と
の
曾
談
の
あ
っ
た
日
の
午
後
で
あ
っ
た
。
陳
毅
の
談
話
と
い
う
の
は

『
皆
さ

ん
が
文
献
や
資
料
の
交
換
を
切
笠
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
を
聞
い
た
。
資
料
交
換

に
つ
い
て
は
質
際
的
な
と
り
き
め
を
し
て
よ
ろ
し
い
。
過
去
に
あ
る
種
の
刊
行
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物
を
停
止
し
た
の
は
事
者
や
中
園
研
究
者
に
封
し
て
や
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

気
象
に
つ
い
て
も
漁
業
な
ど
に
必
要
と
い
う
黙
も
あ
る
の
で
こ
の
方
面
の
資
料

も
手
筈
を
と
り
た
い
。

(
註
、
気
象
閥
係
は
軍
事
に
直
接
つ
な
が
る
も
の
と
し

て
最
も
困
難
観
さ
れ
て
い
た
)
わ
れ
わ
れ
は
研
究
し
て
方
法
を
か
え
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
私
た
ち
も
外
園
の
刊
行
物
は
た
く
さ
ん
買
っ
て
い
る
。
交
流

は
よ
い
こ
と
で
、
日
本
の
友
人
た
ち
の
ま
じ
め
な
研
究
を
歓
迎
す
る
。
悪
意
あ

る
者
の
利
用
を
恐
れ
は
し
な
い
。
資
料
の
中
に
は
事
賓
を
っ
た
え
な
い
正
し
く

な
い
資
料
も
あ
る
が
、
私
た
ち
は
事
賞
を
反
映
し
た
客
観
的
な
資
料
を
渡
し
た

い
』
と
い
う
も
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
心
中
ひ
そ
か
に
歓
呼
の
撃
を
あ
げ
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
原
則
論
を
き
い
た
午
後
、
執
行
機
関
と
も
い
う
べ
き
北
京
聞
書

館
園
際
交
換
組
主
任
の
毛
動
女
士
の
口
か
ら
も
次
の
よ
う
な
言
葉
を
き
く
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
『
今
年
(
一
九
六

O
年
)
は
従
来
と
ち
が
っ
て
質
の
よ
く

な
い
審
物
は
外
園
に
迭
ら
な
い
こ
と
に
し
た
が
、
そ
の
さ
い
通
知
し
な
か
っ
た

こ
と
は
甚
だ
申
評
な
い
。
叉
、
日
本
か
ら
要
求
さ
れ
た
も
の
で
迭
ら
な
か
っ
た

も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
さ
い
も
通
知
し
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
う
。
し
か

し
書
物
や
期
刊
を
日
本
の
皆
様
に
迭
る
の
は
我
々
の
仕
事
の
う
ち
で
重
要
な
も

の
で
あ
る
。
今
後
は
で
き
る
だ
け
御
希
望
に
副
う
よ
う
に
し
た
い
』
私
が
京

都
の
日
中
か
ら
携
え
て
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
註
文
に
も
こ
こ
ろ
よ
く
善
庭
を
約

し
、
ま
た
、
京
都
の
日
中
あ
て
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
も
で
き
る
だ
け
の
努
力

を
は
ら
っ
て
私
の
離
京
に
間
に
あ
わ
せ
て
く
れ
た
。
毛
津
東
と
同
姓
の
こ
の
主

任
先
生
、

い
か
ば
か
り
な
る
偉
丈
夫
に
や
あ
ら
ん
、
と
思
い
の
ほ
か
、
年
の
こ

ろ
五
十
歳
P
ば
か
り
の
素
朴
な
お
ば
ち
や
ん
で
、
貧
弱
な
駄
に
ぶ
く
ぶ
く
の
梅

子
、
す
っ
か
り
ど
肝
を
ぬ
か
れ
た
。
し
か
し
サ

イ
γ
の
際
の
み
ご
と
な
筆
蹟

は
、
さ
す
が
に
蔵
書
数
六

O
O高
朋
(
解
放
直
後
一

O
O寓
加
)
の
中
関
最
大

画
書
館
の
要
人
た
る
に
恥
じ
な
い
。
時
間
が
足
り
な
く
て
も
よ
り
の
一
般
書
の

書
庫
を
二
、
三
層
参
観
し
て
辞
去
。
閲
覧
室
を
通
り
ぬ
け
る
と
き
、
洋
装
本
に

よ
み
ふ
け
る
青
年
た
ち
に
ま
じ
っ
て
、
老
人
が
毛
筆
で
し
き
り
に
寓
し
も
の
を

し
て
い
る
。
肩
ご
し
に
そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
た
ら
、
陳
輪
組
と
い
う
文
字
が
限
に

と
ま
っ
た
。

北
京
で
お
目
に
か
か
っ
た
撃
者
に
は
、
ま
だ
、
李
鵬
慨
、
席
浬
綜
の
雨
氏
が
あ

る
。
李
先
生
は
周
知
の
ご
と
く
中
国
数
拳
史
の
最
高
権
威
、
聴
明
温
雅
そ
の
も

の
と
い
っ
た
感
じ
、
席
氏
は
四

O
歳
前
後
か
、
天
文
撃
史
の
中
堅
ど
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
と
も
に
薮
内
清
教
授
か
ら
の
名
刺
を
こ
と
事つ
け
た
の
に
濁
す
る
ホ
テ
ル

へ
の
御
回
訪
で
あ
る
。

李
先
生
は
目
下
、
一
七

O
O年
以
降
の
日
本
数
翠
史

を
や
っ
て
い
ら
れ
る
こ
と
、
五
七
年
以
後
、
歴
史
研
究
所
内
に
自
然
科
事
史
研

究
室
が
濁
立
し
た
こ
と
、
解
放
後
、
若
い
人
で
天
文
を
や
る
人
が
ふ
え
た
こ

と
、
な
ど
。
北
京
を
離
れ
る
前
夜
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

-89-

北
京
一
一

一目
、
南
京
二
日
、
上
海
五
日
、
杭
州
二
目
、
慶
州
三
日
、
の
見
聞

が
奥
え
ら
れ
た
紙
数
で
書
き
き
れ
る
と
は
勿
論
お
も
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
に
し
て
も
北
京
だ
け
で
了
る
と
は
心
外
千
高
で
あ
る
。
急
い
で
南
京
大
摩

(
畢
生
七
、

0
0
0、
数
師
八

O
O
)
そ
の
他
を
つ
け
加
え
て
お
く
。
南
京
大

撃
は
解
放
後
、
中
央
大
事
、
金
陵
大
皐
、
南
京
大
事
の
三
者
が
統
合
さ
れ
た
も

の
で
、
そ
の
歴
史
系
は
事
生
二
八
八
、
数
時
四

O
。
園
書
二
六
、

0
0
0樹
、

中
文
雑
誌
六

O
種
、
露
文
雑
誌
二

O
種
、
そ
の
他
二
五
種
、
を
備
え
る
。
何
か

機
関
誌
を
出
し
て
い
ら
れ
る
か
、
と
訊
い
た
の
に
封
し
て

「
波
有
」

と
の
答
え

は
甚
だ
不
審
で
あ
っ
た
。
中
園
古
代
史
教
研
組
(
ど
の
大
事
で
も
古
代
と
は
便

宜
的
な
名
稽
で
、
一
八
四

O
年
ま
で
)
中
国
近
代
現
代
史
教
研
組
、
世
界
上
古

中
世
史
教
研
組
、
世
界
近
代
現
代
史
教
研
組
の
四
部
分
に
分
か
れ
、
前
三
年

で
は
、
理
論
方
面
と
し
て
マ
ル
ク
ス
・

レ
l
-
一
ン
主
義
、
政
治
経
済
摩
、
闘
際
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共
産
主
義
史
、
考
古
方
面
と
し
て
古
代
漢
文
、
基
礎
と
し
て
中
園
通
史
、
世
界

通
史
を
修
め
、
後
二
年
は
専
門
で
、
中
関
史
、
世
界
史
、
中
闘
機
築
の
三
部
分

に
分
れ
る
と
い
う

(
通
謀
者
が
謀
っ
て
い
な
け
れ
ば
)
。

中
園
稽
案
と
は
わ
が

古
文
書
撃
に
で
も
相
賞
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
指
祭
の
愛
理
な
ど
を
課
す
る
と

の
説
明
で
あ
っ
た
。
中
関
史
方
面
で
は
経
済
史
、
民
族
史
に
眼
目
を
お
い
て
い

る
由
。
目
下
の
研
究
テ
1
7
は
三
つ
あ
り
、

て

東

南
沿
海
地
域
の
経
済
震
度

と
階
級
附
字
、
こ
れ
は
明
清
よ
り

解
放
ま
で
の

時
期
に
わ
た
る
。

二
、
元
朝

史
、
三
、
中
外
側
係
史
(
英
、
米
、
ソ
な、
と
と
の
閥
係
)
。
一
は
数
師
と
撃
生
、

二
は
教
師
と
研
究
生
、

三
は
老
数
師
と
ご
く
わ
ず
か
の
若
い
教
師、

お
よ
び
聞学

生、

が
共
同
に
研
究
し
て
い
る
と
い
う
。
更
に
、
お
そ
ら
く
右
の
一
の
細
目
と

思
わ
れ
る
が
、
ィ
、
明
清
以
来
の
蘇
州
の
織
物
業
の
調
査
、
ロ
、

清
末
の
張
警

の
南
通
大
生
紗
臓
の
調
査
、
ハ
、
太
卒
天
闘
土
地
制
度
の
研
究
(
明
年
、
す
な

わ
ち
今
年
が
太
卒
一

一
O
年
な
る
を
紀
念
し
て
)
の
三
種
に
目
下
と
り
組
ん
で

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
上
が
膝
史
系
主
任
の
綿
儒
林
、
主
任
助
理
茅
家

埼
、
中
古
史
(
F
)
数
研
組
副
主
任
洪
娩
椿
の
三
氏
よ
り
聞
い
た
概
略
で
、
ィ
、

口、

ハ
の
場
合
、
し
ば
し
ば
貫
地
調
査
を
重
ね
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

例
の
『
中
園
資
本
主
義
萌
芽
問
題
討
論
集
』
の
綴
編
が
こ
こ
で
編
輯
さ
れ
た
の

は
こ
の
よ
う
な
研
究
の
進
行
と
無
闘
係
で
は
あ
る
ま
い
(
六

0
・
二
月
刊
)。

こ
こ
で
は
珍
し
く
研
究
組
目
を
詳
制
に
数
え
て
も
ら
っ
て
大
蕗
び
、
も
っ
と
じ

っ
く
り
訊
こ
う
と
身
を
乗
り
だ
し
た
途
端
に
、
好
事
魔
多
し
、

闘
員
に
急
病
人

が
出
た
矯
め
、
あ
わ
て
て
僻
去
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ー
ー
ほ
か
に
南
京
博

物
院
、
太
卒
天
国
紀
念
館
、
紫
金
山
天
文
裂
の
儀
器
な
と
語
る
べ
き
こ
と
は
多

い
が
す
べ
て
割
愛
。

上
海
で
は
復
且
大
事
(
皐
生
六
四

O
O、
教
師
八
五

O
、
蔵
書
九
五
菌
加、

歴
史
系
皐
生
三
O
O
)、
上
海
市
博
物
館
、
こ
れ
も
割
愛
。

廃
東
で
は
中
山
大
翠
(
聞
宇
生
四
、
七

O
O人
)
と
腐
州
博
物
館
。
中
山
大
事

歴
史
系
は
感
生
三
六
O
、
教
師
五
五

(う
ち
教
授
刷
数
授

一
七
)
、
世
界
史
の

鐘

一
均
氏
と
、
明
代
の
枇
曾
経
済
史
で
有
名
な
梁
方
仲
氏
に
お
話
を
き
い
た
。

梁
氏
は
す
こ
ぶ
る
素
朴
な
人
な
っ
こ
い
方
で
あ
る。

近
く
『
中
闘
歴
代
戸
口
土

地
問
賦
統
計
』
と
い
う
入

O
l
九
O
高
字
の
著
述
を
出
さ
れ
る
由
で
、
既
に
三

校
を
了
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
日
本
に
遊
ん
だ
時
の
こ
と
や
、
内

藤
乾
吉
、
古
川
幸
次
郎
、
仁
井
田
陸
な
ど
誠
氏
の
略
を
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
日

本
の
撃
者
か
ら
よ
く
抜
刷
を
も
ら
う
が
徐
り
返
事
を
出
し
て
い
な
い
、
そ
ん
な

方
々

に
命
回
っ
た
ら
よ
ろ
し
く
侍
え
て
く
れ
、
な
ど
な
ど
。
与
仲
勉
氏
も
こ
こ
に

居
り
、陳
寅
俗
、
容
庚
の
老
先
生
も
元
気
で
研
究
に
波
頭
し
て
い
ら
れ
る
由
。

け
っ
き
よ
く
博
物
館
の
こ
と
、
書
屈
の
こ
と
、
す
べ
て
省
略
せ
ざ
る
を
え
な

い
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
殊
に
北
京
そ
の
他
の
歴
史
博
物
館
に
つ
い
て
は

た
だ
た
だ
紹
讃
あ
る
の
み
で
、
博
物
館
と
い
え
ば
考
古
・
美
術
博
物
館

一
色
と

い
っ
て
よ
い
我
園
の
現
状
に
封
比
し
て
頗
る
考
え
さ
せ
ら
れ
た
し
、
殊
に
北
京

の
そ
れ
で
は
、
同
治
年
閥
、
繭
建
奮
江
賂
の
故
居
よ
り
出
土
し
た
李
卓
吾
の
石

印
、
甘
粛
武
威
燃
出
土
の
儀
雄
木
簡
(
儀
穂
七
篇
が
完
整
な
る
形
で
出
た
!
と

い
う
か
ら
、
ま
さ
に
西
漢
経
師
の
奮
を
窺
う
に
足
る
も
の
て

び
っ
く
り
す
る

ほ
ど
で
っ
か
い
蘇
州
の
ハ

タ
オ
リ
機
、

な
ど
ト
ピ
ッ

ク
は
山
ほ
ど
あ
る
が
、
す

で
に
目
に
徐
る
紙
幅
超
過
な
の
で
御
勘
緋
い
た
だ
き
た
い
。

(
島
田
慶
次
)
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